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呼 吸器感 染疲 におけ るTA-058の 臨床 的検討
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広島大学医学部第二内科

慢性気管支炎4例,気 管支肺炎2例,気 管支拡張症1例 の合計7例 の呼吸器感染症を対象として

新しい半合成ペリシリン剤であるTA-058の 臨床効果を検討した。TA-058の 投与は原則として1

日1gを1日2回 点滴静注により投与した。その結果,著 効1例,有 効3例,や や有効1例,無 効

2例 で,効 果判定の可能であった7例 中,4例(57.1%)に 有効性が認められ,副 作用は全く認め

られず,TA-058の 呼吸器感染症への有用性が確認された。

緒 言

TA-058は 田辺製薬研究所で開発された新しい半合成

ペニシリン剤で,側 鎖にアミノ酸残基を導入したユニー

クな構造を有し,従 来のペニシリン剤のCBPC,APPC,

PIPCに 比ベて低濃度で殺菌作用を示し,静 注,点 滴静

注,筋 注により速かに高い血中濃度,組 織内濃度がえら

れ,グ ラム陰性菌およびグラム陽性菌に有効で,広 範囲

の抗菌力をもつことが認められている1)。

今回,著 者らは,TA-058を 呼吸器感染症症例に使用

する機会をえたのでその成績の概要を報告する。

I 対象および方法

1. 対 象

対象は,昭 和56年9月 から昭和57年1月 までに入院

した61歳 から76歳 にわたる男性5名,女 性2名 であり,

平均年齢は66歳 である。

疾患別内訳は,慢 性気管支炎4例,気 管支肺炎2例,

気管支拡張症1例 である。それぞれの疾患の重症度,基

礎疾患,合 併症はTable 1の ごとくである。

また薬物などによるアレルギー既往歴を有する症例は

なかった。

2. 投 与 方 法

原則として1回1gを1日2回,1な い し2時 間かけ

て点滴静注した。投与日数は7日 から10日 間であ り平

均投与 日数および総投与量はそれぞれ8.7日,16.1gで

あ った。なお本剤投与前に皮内反応テス トを実施し,全

例陰性であることを確認した。

3. 効果判定基準

臨床効果は,胸 部レ線像,体 温,咳 嗽,喀 痰の性状,

量,呼 吸困難,胸 痛の有無および白血球数,赤 沈値,喀

痰の細菌学検査などの自他覚症状の改善を総合 してつぎ

のような基準により判定した。

著効:投 薬開始後3日 以内に自他覚症状が明らかに改

善したもの。

有効: 投薬開始後4～14日 以内に改善を認めたもの。

やや有効: 自他覚症状の一部に改善は認められるが,

効果が充分でないもの。

無効: 効果の認められないもの。

判定不能: 投与条件が判定には不充分と考えられるも

の。

II 成 績

1. 臨 床 効 果

前項の判定基準に従って判定した結果,著 効1例,

有効3例,や や有効1例,無 効2例 の成績であった

(Table 1)。

以下,各 症例について略記する。

症例1慢 性気管支炎(中 等症),65歳,男 性

10年 来,慢 性気管支炎に罹患 している。昭和56年12

月4日 から39℃ の発熱,呼 吸困難が出現し,膿 性痰

も増量したためMINOが 投与されたが,こ れら症状は

次第に増悪した。喀痰からはunknewn gram negative

Bacillusが 分離された。本剤投与により4日 日から解熱

し,自 他覚症状の改善もみ られた。細菌学的にも菌の減

少がみられ,有 効例 と判定した。

症例2 慢性気管支炎(重 症),61議,男 性

17年 来,慢 性気管支炎に罹患している。昭和56年12

月5日 頃から膿性痰が増量し,呼 吸困難も増悪した。喀

痰からP.mirabilisが 分離された。本剤投与により,

3日 目から膿性痰の減少,呼 吸困難の改善がみられた。

細菌学的にも菌の減少がみられ,有 効例と判定した。

症例3 慢性気管支炎(中 等症),73歳,男 性

20年 来,慢 性気管支炎に罹患している。昭和57年1
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Table 2 Laboratory findings before and after TA-058 treatment

B: Before treatment A: After treatment *:I.U.

月8日 頃から咳歎,膿 性痰が増量し,呼 吸困難も増強し

てきた。起炎菌は不明であった。本剤投与4日 目から喀

痰は粘液性 となり,呼 吸困難は軽度の改善がみられ,本

剤がやや有効の例と判定した。

症例4 慢性気管支炎(中 等症),68歳,男 性

27年 来,慢 性気管支炎に罹患している。昭和56年12

月2日 から38℃ の発熱,呼 吸困難が出現し,膿 性痰,

咳嗽の増加があり,CFTが 投与されたが効果はみられ

なかった。喀痰からS.pneumoniaeが 分離された。本

剤投与により,4日 目に解熱はみられたが,喀 痰量,咳

嗽回数に変化なく,呼 吸困難が増強 したため投与6日 目

からステロイ ドを併用し,症 状の改善がみられた。した

がって,本 剤投与5日 目に薬効判定すれば無効と判定 し

た。

症例5 気管支肺炎(中 等症),64歳,女 性

慢性関節リウマチを合併している気管支肺炎の患者で

ある。昭和56年12月 初めから咳嗽あり,次第に増悪 し,

12月20日 頃から37.5℃ 位 の微熱も出現した。胸部レ

線上,右 中下肺野に浸潤像 を認めた。起炎菌は不明であ

った。本剤投与により,3日 目から解熱,咳 獄の軽減が

みられた。胸部 レ線写真においても浸潤像の消失がみら

れた。臨床検査成績の改善もみられ著効例と判定 した。

症例6気 管支肺炎(中 等症),76歳,男 性

昭和56年12月20日 頃から食欲不振,咳 嗽,膿 性痰,

38℃ の発熱,呼 吸困難が出現した。

胸部レ線上,右 上中肺野に浸潤像を認めた。喀痰から

EnterocaCCUS, β-Streptoceccusが 分離された。本剤投

与により,投 与7日 目から解熱し,自覚症状,胸部レ線お

よび臨床検査成績の改善がみられ,有 効例と判定した。

症例7 気管支拡張症(軽 症),52歳,女 性

18年 位前から咳嗽,喀 痰あり気管支拡張症として治

療を受けていた。昭和56年9月,膿 性痰が増量し,呼

吸困難が増強してきた。喀痰からはK. pneumoniaeが

分離された。本剤の投与後も,喀 痰量,呼 吸困難の自覚

症状に変化はみ られなかった。細菌学的検査にも変化な

く,無 効例と判定した。

2. 副 作 用

今回著者らが検討した7例 には,TA-058に 因ると考

えられる副作用は,全 く認められなかった(Table 2)。

翼 考 案

最近の抗生物質の開発にはめざましいものがあり,そ

れ らの臨床的応用も数多 く試みられている。呼吸器感染

症における抗生物質選択に際 して,原 因菌の決定および

原因菌の抗生物質感受性,抗 生物質の特性(吸 収,排

泄,体 内分布),宿 主側の条件などを考慮のうえ決定さ

れる3)。原因菌の決定および原因菌に対する抗生物質の

感受性の決定は,臨 床的には,最 初の抗生物質投与の時

期には間に合わないことが多 く,ベ ニシリン系薬剤は,

その特性から呼吸器感染症には第1選 択薬として広く用
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いられている。しかしながら,最 近では,従 来ほとんど

問題にされなかった緑膿菌など弱毒菌ないしグラム陰性

桿菌感染症の増加が指摘されていて,よ り広範囲な抗菌

力を有するベニシリン系薬剤の開発が待たれている。

前述のごとく,TA-058は 側鎖にアミノ酸残基を導入

した半合成ベニシリン剤で,諸 施設から報告2)さ れてい

るように,好 気性および嫌気性グラム陰性菌およびグラ

ム陽性菌に抗菌力を有し,従 来のペニシリン系剤に比ベ

て低濃度で殺菌作用を有し,速 やかに高い血中濃度,組

織内濃度がえられ,さ らに半減期も長いことから,TA-

OSSは呼吸器感染症に対し,有 用な薬剤と考えられる。

今回,著者らが検討した7例 の うち,TA-058の 薬効

判定が可能であった7例 中,4例(57,1%)に 有効性が

認められた。57.1%と い う数字は,全 国集計成績2)の

72%に 比べてやや低値であるが,No.1か らNo.4ま

での4症 例はいずれ も毒ガス後遺症である慢性気管支炎

の増悪症例で,宿 主側の悪条件4)を 考慮すれば,呼 吸器

感染症における本剤の有用性 を示すものと考えられた。

文 献

1) TA-058 田辺製葉株式会社, 資料

2) TA-058 研究会(第 三回)の 記録。

3) 谷本普一: 肺感染症に対する抗生物質の選択。最

新医学36: 2089～2093, 1981

4) 西本幸男, 重信卓三, 勝 田静知, 行武正刀: 大久

野島毒ガス後遺症。肺と心19: 43～52, 1972

CLINICAL STUDIES ON TA-058, WITH SPECIAL REFERENCE 

TO THE TREATMENT OF RESPIRATORY 

TRACT INFECTIONS 
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The clinical effects of TA-058 were evaluated in patients with respiratory tract infections inclu-

ding four cases of chronic bronchitis, two cases of bronchopneumonia and one case of bronchiectasis. 

TA-058 was administered intravenously for 7•`10 days at a daily dose of 1•`2 g. The results in 

this series were excellent in one case, good in three cases, fair in one case, poor in two cases. 

No adverse reaction due to TA-058 was clinically observed in all cases. 

This results indicate usefullness of TA-058 in the treatment of respiratory tract infections.


